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日本一美しいまちを目指します

　今年 3 月に強風により倒壊した、池田八幡

神社の相撲小屋が、改修され新たな装いとなり

ました。	 関連記事　12ページ

相撲小屋が改修完了



　

今
日
ま
で
、
池
田
町
を
支
え
、
発
展
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
大
先
輩
の
皆
さ

ま
、
敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
の
輝
か
し
い
発

展
と
郷
土
池
田
町
の
地
域
づ
く
り
、
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
ご
尽
力
に
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
大
型
事
業
が
一
段
落
し
、
交
流
セ
ン
タ
ー
は
じ
め
、
道
路
な
ど

町
な
か
の
整
備
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
東
山
で
は
、
整
備
の
完
了
し
た
ほ
場

に
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
植
栽
が
始
ま
り
ま
し
た
。
２
～
３
年
後
に
は
見
事
に

実
っ
た
ぶ
ど
う
の
ほ
場
が
見
ら
れ
る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
染
西
部
ほ
場
整
備
で
は
、
工
事
が
進
み
、
一
部
で
は
、
新
た
な
水
稲
ほ

場
と
し
て
、
実
り
の
秋
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
穂
高
広
域
施
設
組
合
の
新
し
い
ご
み
処
理
焼
却
場
が
完
成
し
、
順

調
に
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。
可
燃
ご
み
が
多
い
当
町
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
機
会
に
、
ご
み
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
各
方
面
の
整
備
は
進
ん
で
来
て
お
り
ま
す
が
、
大
型
事

業
の
集
中
な
ど
に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
に
当
た
り
ま
す
）
が
枯
渇

す
る
危
機
を
招
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
度
、
歳
出
予
算
の
徹
底
し
た
見

直
し
を
行
い
、
加
え
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

お
か
げ
さ
ま
で
、
令
和
２
年
度
決
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
交
付
金
の
増
額
も

あ
り
、
５
億
円
の
財
政
調
整
基
金
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
町
民
の
皆

さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
な
る
経
費
の
削
減
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
で
は
、
第
５
波
を
迎
え
、
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
る
、
変
異

株
へ
の
置
き
換
わ
り
も
進
み
、
感
染
拡
大
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い
な
い
若
者
へ
の
感
染
拡
大
が
進
み
、
い
ち
早
い
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
の
今
後
の
方
針
と
し
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策
を
第
一
と

し
つ
つ
、
「
気
候
非
常
事
態
」
と
「
健
康
長
寿
の
町
づ
く
り
」
を
宣
言
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
災
害
の
な
い
町
づ
く
り
、
元
気
で
長
生
き
で
き
る
町
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
出
来
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
可
燃
ご
み
の
削
減
、
減
塩
の
食
生
活
な
ど
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
も
、
何
卒
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
方
が
お
元
気
で
笑
顔
輝
く
毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
敬
老
の
日
に
あ
た
り
ま
し
て

の
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

令
和
３
年
度 

敬
老
メ
ッ
セ
ー
ジ

池
田
町
長

令
和
３
年
９
月
20
日
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８月記録的豪雨の被害状況

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

危
機
管
理
対
策
室　

℡（
６
２
）３
１
３
１

８
月
の
長
期
的
な
前
線
に
よ
る
豪
雨
で
は
、
記
録
的
な
雨
量
に
な
り
ま
し
た
。
13

日
か
ら
15
日
ま
で
の
連
続
雨
量
は
、
中
島
地
区
で
１
９
６
㍉
㍍
を
記
録
す
る
な
ど
、

町
内
４
カ
所
全
て
の
雨
量
計
で
１
６
０
㍉
㍍
を
超
え
、
観
測
史
上
最
高
と
な
り
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
同
時
期
に
豪
雨
が
見
ら
れ
、
い
つ
、
ど
こ
で
災
害
が
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
雨
量
で
し
た
。
実
際
に
県
内
で
は
岡
谷
市
で
３
人
が
亡
く
な
る
な
ど

痛
ま
し
い
災
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
後
の
天
候
回
復
が
望
め
な
い
こ
と
か
ら
、
13
日
に
池
田
小
学
校
に
自

主
避
難
所
を
準
備
、
14
日
に
広
津
自
主
防
災
会
へ
自
主
避
難
所
の
設
置
を
依
頼
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
同
日
午
後
１
時
す
ぎ
に
長
野
地
方
気
象
台
か
ら
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が

発
表
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
午
後
２
時
す
ぎ
に
当
町
で
は
初
め
て
と
な
る
土
砂
災
害

警
戒
レ
ベ
ル
３
の
高
齢
者
等
避
難
を
発
令
し
、
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を

開
設
し
ま
し
た
。
避
難
対
象
地
区
は
滝
沢
、
滝
の
台
、
渋
田
見
、
鵜
山
、
中
之
郷
、

南
台
、
陸
郷
と
広
範
囲
に
わ
た
り
、
町
民
の
生
命
の
危
険
度
も
高
ま
り
ま
し
た
。

防
災
行
政
無
線
放
送
や
各
自
主
防
災
会
を
通
し
て
避
難
所
開
設
の
連
絡
を
し
た
と

こ
ろ
、
避
難
所
や
そ
の
駐
車
場
に
９
人
が
避
難
し
ま
し
た
。

当
町
で
は
９
件
の
倒
木
、
５
件
の
土
砂
崩
落
、
３
件
の
河
川
溢い
っ
す
い水
が
あ
り
ま
し
た

が
、
幸
い
町
民
の
ケ
ガ
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
豪
雨
を
受
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
雨
の
危
険
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
豪
雨
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
何
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
、

最
近
の
気
象
は
こ
れ
ま
で
の
気
象
事
例
と
は
明
ら
か
に
違
う
と
い
う
こ
と
を
認
識
し

て
く
だ
さ
い
。

「
こ
れ
ま
で
大
雨
が
降
っ
て
も
被
害
が
な
く
て
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
考

え
は
今
後
改
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
今
回
災
害
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
偶
然
に

も
時
間
当
た
り
の
降
雨
量
が
少
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。
ま
た
、
今
後
の
災
害
が
な
い

補
償
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
へ
の
備
え
は
、
早
め
の
準
備
と
避
難
。
自
分
や
家
族
の
命
は
自
ら
守
る
こ
と

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

連
続
雨
量
は
最
大
１
９
６
㍉
㍍
を
記
録

避
難
所
を
開
設
し
ま
し
た

町
内
の
被
害
状
況

大
雨
へ
の
備
え
は
お
早
め
に
！
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▲広津菅の田　倒木

▲会染滝沢お宮下　土砂崩落

▲国の避難判断基準

▲町のハザードマップ



インフルエンザ予防接種費用を補助します
　高齢者・乳幼児を対象とした、インフルエンザ予防接種費用を一部補助（公費負担）します。

　補助を希望される方は、以下を確認の上、接種を受けてください。

★大北以外の医療機関（安曇野市・松本市など）で接種を希望する方 
次の手順で手続きをお願いします。

　①接種希望医療機関へ連絡して予約をとる。 

　②接種前に、池田町総合福祉センター（やすらぎの郷）健康福祉課　で予診票を受け取る。

　③予診票を記入し、接種当日に医療機関へ提出して接種を受ける。

※医療機関によっては接種費用全額の支払いを求められることがありますが、その場合は一旦

お支払いいただいたのち、２月末までに健康福祉課窓口で補助金申請を行ってください。

持物：領収書原本、予診票２枚目、振込先通帳、印鑑

《対 象 者》	 接種日時点で次のいずれかに該当し、インフルエンザワクチンの接種を希望される方

 ①満 65 歳以上の方

 ②満 60 歳から 64 歳の方で、慢性高度心・肺・腎・呼吸器機能等不全の方

《接種期間》	 令和３年 10 月 1 日 ～ 令和４年 1 月 31 日

《個人負担額》1,200 円

 ※接種後、各医療機関窓口でお支払いください。

 　（補助を受けない場合は 1 回の接種で 4,000 円程度かかります。）

 ※２回接種しても、補助対象となるのは１回のみです。

　補助を希望する方は、専用の予診票が必要です。医療機関へ予約後、池田町総合福祉センター（やす

らぎの郷）健康福祉課窓口までお越しください。

　この予防接種は任意接種です。

《対 象 者》　就学前の乳幼児

《接種期間》　令和３年 10 月１日 ～ 令和４年１月 31 日　

《補助金額》　接種費用のうち 1,000 円

　　　　　　　※２回接種しても、補助対象となるのは１回のみです。

《申請方法》　医療機関にて費用をお支払いいただき、領収書と接種証明 ( 予診票

　　　　　　　兼済証 ) を受け取り、健康福祉課窓口で補助金申請を行ってください。

　　　　　　　後日、指定口座に振り込みます。

　　　　　　　持物：領収書原本、予診票 2 枚目、振込先通帳、印鑑

《申請締切》　令和４年２月 28 日（月）

★大北の医療機関で接種する方

※予診票を医療機関で受け取り、接種を受けてください。

※接種希望医療機関への事前予約が必要かどうかは、左ページ別表をご覧ください。

※かかりつけ医で接種することが望ましいとされています。

高齢者予防接種補助について

乳幼児予防接種補助について	
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《令和３年度大北地区高齢者インフルエンザ予防接種実施医療機関》（別表）

【問い合せ先】健康福祉課 健康増進係　℡ 61-5000

医療機関名 電話番号 予約 医療機関名 電話番号 予約

医療法人 太田医院 62-1010 要

要

要

要

要

要

要

要

要

要

要

要

伊東医院 22-0077 要

平林メンタルクリニック 61-1577 遠藤内科医院 22-0031 要

せりざわクリニック 62-3000 小野医院 22-0047 要

医療法人さとう はーぶの里診療所 62-0210 大町協立診療所 26-5200 要

北アルプス医療センターあづみ病院 62-3166 医療法人 柿下クリニック 21-1230 要

すずらん内科クリニック 85-2246 かさぎ皮ふ科 23-7723 要

岡村眼科医院 62-6660 加藤診療所 22-0989 要

医療法人 近藤医院 62-9187 医療法人 狩谷整形外科医院 22-7788 要

松本クリニック 61-5151 菊池クリニック 21-2580 要

みどりクリニック 62-5225 中澤医院 22-0252 要

西森整形外科 61-1700 永井眼科医院 22-1555 要

若林医院 62-2105 平林医院 22-2525 要

吉村医院 61-5666 不要 最上整形外科クリニック 23-3300 要

医療法人林富会 しんたにクリニック 75-4177 要 市立大町総合病院 22-0415 要

横沢医院 72-2008 要 大町市国民健康保険八坂診療所 26-2814 要

神城醫院 75-7050 要 大町市国民健康保険美麻診療所 29-2015 要

北アルプス医療センター白馬診療所 75-4123 要 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555 不要

小谷村国保診療所 82-2044 要 85-0085 不要

栗田医院 72-2428 要

野村クリニック

医療法人 平林耳鼻咽喉科医院 26-3030 不要

医療法人社団厚生会 横澤内科医院 22-0371 不要

松
川
村

白
馬
村
 

小
谷
村

大
町
市

池
田
町

多世代相談センターだより　「かえでキッズ遊び広場」をご利用ください
か
え
で
キ
ッ
ズ
遊
び
広
場

《
日
時
》
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
10
時
～
正
午

《
場
所
》
総
合
体
育
館　

柔
剣
道
場

《
対
象
》
０
～
３
歳
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

《
内
容
》
け
が
を
し
に
く
い
畳
の
上
で
、
高
台
ジ
ャ
ン
プ
、

山
の
上
か
ら
転
が
る
、ミ
ニ
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の
サ
ー

キ
ッ
ト
遊
び
を
、
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
大
切

に
し
な
が
ら
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
、
無
料
で
利
用
で
き

ま
す
。

《
目
的
》

①
親
子
の
交
流
の
場
所

同
じ
世
代
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
同
士
で
交
流
し
、
情

報
交
換
を
す
る
な
ど
、
横
の
つ
な
が
り
を
深
め
ら
れ
る
場
に

し
て
い
き
ま
す
。

②
年
齢
に
応
じ
た
運
動
を
す
る
場
所

「
身
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
っ
て
楽
し
い
。
も
っ
と
遊
び
た

い
」
と
い
う
子
ど
も
の
気
持
ち
を
伸
ば
し
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
め
る
心
と
身
体
を
育
み
ま
す
。
町
が
令
和

元
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
保
小
中
15
年
プ
ラ
ン
」
を

受
け
、
０
～
15
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

③
子
育
て
の
相
談
や
地
域
の
情
報
を
得
る
場
所

遊
び
広
場
に
は
、
保
育
士
や
助
産
師
、
元
教
諭
が
同
席
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る
心
配
事
や
悩
み
が
あ
れ
ば
い

つ
で
も
お
気
軽
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
が
よ
り
良

い
成
長
を
し
て
い
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

次
回
は
「
か
え
で
キ
ッ
ズ
お
話
広
場
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０
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池田町住宅リフォーム促進事業のご案内

広報いけだ 6

□補助対象者
町内に住民登録し、居住をしている方で、町税などを滞納していない方

□補助対象住宅
補助対象者が町内に所有し居住している、または居住を予定しているもの
※対象外：賃貸住宅、社宅、店舗兼用住宅の店舗部分、常時居住していない住宅、
　　　　　建築年から３年を経過しない住宅

□補助対象工事
１．町内に事業所を有する法人、及び町内に住所を有する個人業者が施工するもの
２．町内に事業所を有し、町の指定店を取得した法人・個人の上下水業者が施工するもの
３．以下の補助対象工事であること

■増築工事：床面積 10 ㎡未満
■修繕工事：建物の修繕・改修で、次に掲げる工事

①基礎、土台、柱改修　　　　②部屋の間取り変更、模様替え
③台所、浴室、トイレ改修　　④断熱、遮音　　⑤建具、開口部改修

■設備工事：住宅の配線、配管工事を伴うもの、または部屋の内装等の改修で次に掲げるもの
①住宅設備（IH クッキングヒーター、ガスコンロ、湯沸し器等）交換
②避難・防火、換気設備改修
③暖房設備（床暖房、蓄熱暖房、FF 式ファンヒーター敷設）工事
　※対象外工事
　　新築工事、外部外構工事（門、塀、擁壁、車庫、物置）、宅外本管への上下水道接続工事

　補助金交付申請書を、産業振興課窓口または池田町ホームページから入手し、①工事
見積書、②対象住宅平面図、③対象箇所の工事前写真　と併せて提出してください。

【申し込み・問い合せ先】　産業振興課　商工係　℡（6 2）3 1 2 7

　池田町では、町民が自己の居住する住宅を、町内施工業者によってリフォーム工事を行う場合に、
その経費の一部を補助します。

補助対象要件	

　費用が20万円以上の対象工事について、工事費の10％（1,000円未満切捨て、上限10万円）

補	助	金	額

申	請	手	続	

令和３年 10月14日（木）～ 11月５日（金）
◆受付時間：午前９時～午後５時（土・日・祝日は除く）　　◆受付場所：産業振興課商工係
◎受付は先着順です。申請による交付額の合計が予算の上限に達した時点で終了とします。
◎交付決定日以降に工事を開始するものが対象です。既に着工している事業は申請できません。

補助申請受付期間



　

地
方
交
付
税
の
財
源
は
国
税
と
し
て

国
が
代
わ
っ
て
徴
収
し
、
一
定
の
合
理

的
な
基
準
に
よ
っ
て
、
税
収
の
不
足
す

る
地
方
公
共
団
体
に
再
配
分
す
る
、
い

わ
ば
「
国
が
地
方
に
代
わ
っ
て
徴
収
す

る
地
方
税
」
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
地
方

の
固
有
財
源
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
方
交
付
税
は
国
庫
補

助
金
と
違
っ
て
使
途
の
制
限
は
な
く
、

地
方
の
自
主
的
な
判
断
で
使
用
で
き
る

財
源
、
い
わ
ゆ
る
一
般
財
源
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
と
特

別
交
付
税
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
地
方
交

付
税
は
、
財
源
不
足
額
が
生
じ
る
団
体

に
対
し
交
付
さ
れ
、
特
別
交
付
税
は
、

特
別
の
財
政
需
要
や
災
害
等
を
考
慮
し

て
決
定
さ
れ
ま
す
。

地
方
交
付
税
の
総
額
は
、
国
の
予
算
編

成
時
期
に
策
定
さ
れ
る
「
地
方
財
政
計

画
」
の
中
で
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
総
額

の
94
％
は
普
通
交
付
税
で
、
残
り
の

６
％
は
特
別
交
付
税
で
す
。

　

普
通
交
付
税
は
、
地
方
公
共
団
体
ご

と
に
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収

入
額
を
算
定
し
、
そ
の
差
額
で
あ
る
財

源
不
足
額
を
基
準
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
図
１
）

　

基
準
財
政
需
要
額
は
、
実
際
の
予
算

額
や
決
算
額
で
は
な
く
、
標
準
的
な
水

準
で
の
行
政
経
費
を
算
定
し
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
算
定
項
目
ご
と
に
定
め
ら

れ
た
単
位
費
用（
単
価
）に
、
人
口
な
ど

の
数
量（
補
正
あ
り
）を
乗
じ
た
も
の
を

積
算
し
て
算
定
し
ま
す
。
算
定
項
目
に

は
「
人
口
減
少
等
特
別
対
策
事
業
費
」

や
「
地
域
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
費
」
な

地
方
の
固
有
財
源

地
方
交
付
税
は
２
種
類

普
通
交
付
税
算
定
の
仕
組
み

ど
と
い
っ
た
社
会
事
情
に
応
じ
た
臨
時

費
目
も
近
年
増
え
て
い
ま
す
。

　

基
準
財
政
収
入
額
は
、
実
際
の
税
収

で
は
な
く
、
税
目
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

方
法
で
標
準
的
な
収
入
額
を
算
定
し
ま

す
。
算
定
で
は
標
準
的
な
税
収
入
の
全

額
で
は
な
く
75
％
を
算
入
し
ま
す
。

１
０
０
％
算
入
し
て
し
ま
う
と
、
税
収

を
増
や
す
努
力
を
し
て
も
、
そ
れ
だ
け

交
付
税
が
減
る
こ
と
に
な
り
、
税
収
確

保
の
努
力
が
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
た

め
で
す
。

　

当
町
の
地
方
交
付
税
の
推
移
は
図
２

（
各
年
度
左
側
の
棒
グ
ラ
フ
）
の
と
お

り
で
す
。
地
方
交
付
税
は
近
年
19
億
円

台
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
元

年
度
に
は
20
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

各
年
度
右
側
の
棒
グ
ラ
フ
は
臨
時
財

政
対
策
債
で
す
。
地
方
交
付
税
の
原
資

と
な
る
国
税
収
入
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
代
わ
り
に
臨
時
財
政
対
策
債
を
発

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
足
分
を
賄
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
元
利
償

還
金
相
当
額
は
後
年
度
全
額
交
付
税
措

置
さ
れ
ま
す
。

池
田
町
の
状
況

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

財
政
係

℡（
６
２
）３
１
２
９
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基準財政
需要額普通交付税額

（財源不足額） 基準財政
収入額

単位費用
×測定単位
　（国勢調査人口等）
×補正係数

標準的な地方税収入
×算入率（75％）
＋地方譲与税等

18.1 18.1 18.1 18.9 19.7

1.1
計19.2 計19.3 計19.3 計20.2 計21.0

1.2 1.2 1.3 1.3

1.4 1.5 1.4 1.2 1.10.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0
（億円）

（年度）H28 H29 H30 R1 R2

普通交付税 特別交付税 臨時財政対策債

シリーズ
用
語
か
ら
読
み
解
く
町
の
財
政
状
況

『
地
方
交
付
税
』

　

地
方
交
付
税
は
、
地
方
公
共
団
体
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
し
、
ど
の
地

域
に
住
む
住
民
に
も
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
財
源
を
保
障

す
る
も
の
で
す
。

　

当
町
で
は
、
地
方
交
付
税
が
歳
入
総
額
の
約
３
分
の
１
を
占
め
て
お
り
、
貴

重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【図１】【図２】

地方交付税と臨時財政対策債の推移（決算額） 普通交付税の算式



みんなで実践　ごみ削減！ 今からできる
ゼロカーボン

　再生可能エネルギー
の利用方法として、自
宅に太陽光パネルを設
置して発電をする、薪
ストーブなどで植物由
来の燃料を使う、水力
発電などで作られた電
気に契約を変更するな
どがあります。

再生可能
エネルギー  ②

雑
が
み
っ
て
何
？

ポ
イ
ン
ト

雑
が
み
も
大
切
な
資
源

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

◆
雑
が
み

　

捨
て
る
封
筒
や
雑
誌
の
間
に
は
さ

ん
で
、ほ
か
の
雑
誌
な
ど
と
一
緒
に

十
字
に
縛
っ
て
出
す
。

　

前
回
、
古
紙
（
紙
製
品
）
の
分
別
を
確
認
し
ま

し
た
が
、
な
か
で
も
「
雑
が
み
」
と
は
ど
ん
な
も

の
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
雑
が
み
で
出
せ
な
い
も
の

紙
製
の
フ
ァ
イ
ル
、
名
刺

カ
レ
ン
ダ
ー
、
メ
モ
用
紙

は
が
き
、
封
筒
、
包
装
紙

プ
リ
ン
ト
・
チ
ラ
シ
類

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

値
札
な
ど
の
タ
グ

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や

ラ
ッ
プ
の
芯

圧
着
は
が
き
、
写
真

レ
シ
ー
ト
な
ど
の
感
熱
紙

カ
ー
ボ
ン
紙
、
複
写
伝
票

汚
れ
や
に
お
い
の
つ
い
た
紙

紙
コ
ッ
プ
な
ど
の
防
水
加
工
紙
、

ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
ト
紙

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
て
裁
断

し
た
紙
（
紙
の
種
類
が
判
断
で
き

な
い
た
め
、
ま
た
繊
維
が
細
か
く

再
利
用
に
向
か
な
い
た
め
）

　

燃
え
る
ご
み
の
袋
に
入
れ
て
、

燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
す
。

　

既
に
実
践
さ
れ
て
い

る
方
は
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日

頃
の
工
夫
を
周
り
の
方

に
も
お
知
ら
せ
し
て
い

た
だ
き
、
ご
み
削
減
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
来
日
し
て
か
ら
池
田
町
に
移
住
す
る
ま
で
の
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

小
学
校
高
学
年
の
３
年
間
、
父
の
仕
事
の
関
係
で
来
日
し
、

東
京
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
入
学
を
機
に
再
び
来
日

し
、
卒
業
後
、
東
京
で
Ｉ
Ｔ
系
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
趣

味
で
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
を
楽
し
む
中
で
、
令
和
２
年
に
は
、
新

た
な
道
と
し
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
を
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
北
ア
ル
プ
ス
に
登
る
た
め
こ
の

地
域
を
訪
れ
、
池
田
町
で
出
会
っ
た
不
動
産
業
者
か
ら
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
が
で
き
る
物
件
の
紹
介
を
受
け
た
こ
と
が
、
私
の
池
田

町
へ
の
移
住
を
決
め
た
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

◆
現
在
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
開
業
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
運
営
し
な
が
ら
お
客
様

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見
極
め
て
い
る
段
階
で
す
。

　

お
客
様
は
、
観
光
・
登
山
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
て
泊
ま
り
に
来
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
『
み
ん
な
の
も
う
一
つ
の
お
う
ち
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
で
自
炊
し
て
、
比
較
的
長
め
の
滞
在
を
し
て
い
た
だ
き
、
池
田
町
や
周

辺
地
域
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理

を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
規
模
を
大

き
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

vol.11

グ
ェ
ン
・
テ
ィ
・
ヴ
ィ
ェ
ッ
ト
・
リ
ェ
ン
〈
れ
ん
〉	

さ
ん
（
36
）

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
出
身　
　

中
之
郷
在
住　
　

令
和
３
年
移
住

池
田
町
に
移
住
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
！

　

第
11
弾
は
、
中
之
郷
地
区
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
オ
ー

プ
ン
し
た
〈
れ
ん
〉
さ
ん
で
す
。

　

多
く
の
方
と
出
会
い
、関
係
性
を
築
い
て
い
く
れ
ん
さ
ん
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
姿
勢
に
、深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
上
・
数
馬

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

移
住
定
住
促
進
係　

℡（
６
２
）３
１
２
９

▲すてきな空間を醸し出すゲストハウス内でインタビュー

れ
ん
さ
ん
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
Ｈ
Ｐ
▶
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ゼロカーボンの
知識



新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う 

　

７
月
下
旬
か
ら
１
か
月
以
上
続
い
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
第
５
波
は
、
そ

れ
ま
で
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
急
激
に

感
染
者
が
増
加
し
ま
し
た
。
連
日
各
自
治

体
の
陽
性
者
数
の
記
録
が
更
新
さ
れ
る
ほ

ど
で
、
８
月
中
旬
以
降
は
、
都
市
部
で
の

感
染
が
地
方
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
に
は
、
長
野
県
全
域
が
感
染

警
戒
レ
ベ
ル
５
（
特
別
警
報
Ⅱ
）
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
医
療
崩
壊
等
の
懸
念
も
高
ま

る
中
、
８
月
30
日
に
は
「
命
と
暮
ら
し
を

救
う
集
中
対
策
期
間
」
が
９
月
12
日
ま
で

指
定
さ
れ
、
飲
食
店
の
営
業
自
粛
等
も
要

請
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
５
波
の
重
大
な
特
徴
は
、
ウ
イ
ル
ス

が
よ
り
強
力
な
感
染
力
を
持
つ
デ
ル
タ
株

等
に
変
異
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
や
若
者

へ
の
感
染
拡
大
が
激
増
し
、
重
症
化
も
深

刻
に
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

今
や
感
染
リ
ス
ク
は
誰
に
で
も
あ
り
ま

す
。
自
分
は
大
丈
夫
と
過
信
せ
ず
、
職
場

や
学
校
な
ど
で
絶
対
に
拡
げ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
初
め
、
池
田
町
で
も
つ
い
に
保
育

園
児
の
感
染
が
判
明
し
ま
し
た
。
子
ど
も

の
感
染
の
多
く
は
家
族
か
ら
の
感
染
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
に
発
熱
や
風
邪

に
似
た
症
状
が
表
れ
た
ら
、
必
ず
大
町
保

健
所
や
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
家
族
や
仲
間
を
守
る
た
め
に
は

「
マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
、
三
密
回
避
」
の

基
本
を
改
め
て
徹
底
し
、
医
療
環
境
の
改

善
や
発
展
を
願
い
つ
つ
も
、
自
分
で
自
分

を
守
る
た
め
、
体
力
や
免
疫
力
を
高
め
る

こ
と
へ
も
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

池
田
町
教
育
長　

竹
内　

延
彦

（
こ
の
内
容
は
９
月
14
日
時
点
の
も
の
で
す
。
）

【
問
い
合
せ
先
】学
校
保
育
課 

℡（
６
１
）１
４
３
０

安 曇 養 護 学 校
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

　

安
曇
養
護
学
校
寄
宿
舎
で
は
、
小
学

部
３
年
生
か
ら
高
等
部
３
年
生
ま
で
の

25
人
が
自
宅
か
ら
離
れ
て
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
将
来
の
社
会

生
活
に
つ
な
が
る
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
地
域
の
中
で
仲
間
と
共
に
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
６
月　

し
ょ
う
ぶ
湯

　

地
域
の
方
か
ら
シ
ョ
ウ
ブ
を
譲
っ
て

い
た
だ
き
、
寄
宿
舎
の
お
風
呂
に
浮
か

べ
ま
し
た
。
シ
ョ
ウ
ブ
の
良
い
香
り
に

大
満
足
で
し
た
。

◆
８
月　

寄
宿
舎
ま
つ
り

　

例
年
、
地
域
の
方
や
町
内
の
障
が
い

者
支
援
施
設
の
方
を
招
待
し
て
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
感
染
症
対
策
の
た

め
寄
宿
舎
生
と
職
員
で
、
内
容
を
縮
小

し
て
行
い
ま
し
た
。

◆
寄
宿
舎
新
聞『
小
さ
な
た
ね
』の
発
行

　

今
年
も
地
元
内
鎌
地
区
の
お
宅
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
感
想
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
夜
間
の
避
難
訓
練

　

例
年
、
内
鎌
の
自
治
会
長
さ
ん
や
常

会
長
さ
ん
、
消
防
団
の
皆
さ
ま
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
職

員
で
行
い
ま
す
。
今
後
、
12
月
に
は
、

内
鎌
地
区
「
延
命
会
」
の
皆
さ
ま
に
し

め
縄
作
り
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
散
歩
道
や

最
寄
り
の
バ
ス
停
な
ど
の
清
掃
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

よ
り
、
安
心
し
て
日
々
の
生
活
が
で
き

る
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

信州池田町学びの郷　神無月だより

教
育
委
員
会
の
情
報
は
公

式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で
読
み

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

信州池田町
学びの郷だより

交流センターかえで
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◆
活
動
の
窓
◆

　

ス
マ
ホ
で
鉄
道
模
型
の

運
転
に
挑
戦
！　

　

８
月
13
、
14
日
に
「
夏
休
み
企
画
・

ス
マ
ホ
で
鉄
道
模
型
を
運
転
し
て
み
よ

う
！
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
大
運
転
会
」
を
交
流

セ
ン
タ
ー
か
え
で
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

開
催
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
2
日
間
で
１
０
０
人
以
上
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
や
電
車
で
Ｇ
ｏ
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
を
使
っ
て
、
先
頭
車
両
に
搭
載
し

た
カ
メ
ラ
の
映
像
を
見
な
が
ら
の
運
転

体
験
は
、
小
学
生
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま

で
男
女
問
わ
ず
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
12
回
池
田
町
み
ん
な
の
文
化
祭

　

今
回
で
12
回
目
と
な
る
「
池
田
町
み

ん
な
の
文
化
祭
」
を
10
月
29
～
31
日

（
作
品
展
示
）
、
11
月
３
日
（
芸
能
発

表
）
に
開
催
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

展
示
部
門
へ
の
出
品
者
、
芸
能
発
表
部

門
へ
の
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
９
月
上
旬
に
自
治
会
を
通
し
て
回

覧
し
て
い
る
チ
ラ
シ
や
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、

開
催
の
急
き
ょ
中
止
や
、
内
容
を
変
更

し
て
の
開
催
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

公
民
館
か
ら

【
問
い
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

▲安全運転で出発進行！

「
安
曇
野
キ
ル
ト
公
募
展
２
０
２
１
」

開
催
中
！

【
問
い
合
せ
先
】

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

多
彩
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、

バ
ッ
グ
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
、全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
公
募
作
品
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。制
作
者
の

一
針
一
針
に
込
め
ら
れ
た

思
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

《
会　
　

期
》
開
催
中
～
10
月
24
日
（
日
）

《
休
館
日
》
月
曜
日

《
開
館
時
間
》
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　

（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

　
　
　
　
　
　

※
当
面
の
間
、
時
短
営
業
中
。

《
会　
　

場
》
企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》
一

般
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

高
大
生
４
５
０
円（
４
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※（ 

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ

り
、
臨
時
休
館
や
開
館
時
間
の
短
縮
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://navam
.jp

）
に
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
確
認
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

▶「
バ
ラ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

宮
内
恵
子

クラフトパーク＆創造館だより
　

９
月
19
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
公
募
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
よ
り
、
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

感
染
状
況
に
応
じ
て
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
延
期
日
時
》
10
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

　

11
月
６
日
、
７
日
の
「
創
造
館
秋
ま
つ
り
」

で
、
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
開
催
を
予
定
し
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
延
期
と
な
っ

て
い
た
、安
曇
野
で
活

動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。や
わ
ら

か
な
音
色
を
ぜ
ひ
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
11
月
７
日
（
日
）
正
午
～
午
後
１
時

《
会
場
》
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
野
外
ス
テ
ー
ジ

　

※
悪
天
候
の
場
合
、創
造
館
多
目
的
ホ
ー
ル

創
造
館
秋
ま
つ
り
に
て
開
催

「
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
響
き
・

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
」

【
問
い
合
せ
先
】創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

「
秋
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ

公
募
コ
ン
サ
ー
ト
」
延
期
の
お
知
ら
せ ▲アルプホルン奏者（一部）
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆ 10 月の休館日　４・11・18・25・26 日

（26 日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

【主な内容】
６日（土）
◆上手に使おう！としょかん活用塾
◆県図書館大会オンライン講演会

講師はベストセラー『人新世の「資本論」』の
著者、斎藤幸平さんです。
７日（日）
◆ぶっくかふぇ・いけだ
◆おはなしでてこ～い！！
◆ものづくり講座『フェルトで楽しく』

ほか、楽しい企画を用意しています。

その他の新着書
サウナのトリセツ　　　小林弘幸
アフター・サイレンス　本多孝好
コロナ狂騒録　　　　　海堂尊
嗤う淑女二人　　　　　中山七里
沈黙のちから　　　　　若松英輔
透明な螺旋　　　　　　東野圭吾
崖の下の魔法使い　　吉野万理子
あさだ  おはよう　　　  三浦太郎
いっぱいさんせーい！　宮西達也

ＩＴ用語図鑑  エンジニア編
増井敏克

髪のこと、これで、ぜんぶ。
佐藤友美

日本語をもっとつかまえろ！
飯間浩明

くすのきだんちのおとなりさん
末崎茂樹

パ・パ・パ・パパジャマ
布川愛子

しゅくだい  がっしょう  福田岩緒

岩藤  しおい　著
（いかだ社）

　どんぐり・木の実・落ち
葉などの自然素材で楽し
む、かわいい工作や飾り・
あそびの数々をたっぷり紹
介します！ 

11 月６日（土）・７日（日）は
『図書館まつり』

レベッカ・グリーン　作
岸本  佐知子　訳
（福音館書店）

　おばけも、友だちをほし
がっています。運よくおば
けに見つけてもらえたとき
のために、正しいつきあい
方を学びましょう。

大沢  在昌　著
（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

　フリーの観光ガイド佐抜は、東
南アジアの小国ベサールの王子捜
しの依頼を受け、相棒の元女子プ
ロレスラー・ヒナと共に、多国籍
の外国人が暮らす「アジア団地」
に足を踏み入れる。

ジョージーナ ･
ウィルソン＝パウエル　著

吉田  綾　　監訳
吉原  かれん　訳

（東京書籍）
　日常生活で遭遇する 140 以上も
の疑問に対し、事実に基づく解説と
ともに答えます。 

熱風団地

どんぐり・木の実の森
ハッピー工作＆あそび

おばけと友だちになる方法

これってホントにエコなの？
日常生活のあちこちで遭遇する“エコ”のジレンマを解決

本のリサイクル広場
　かえでの会図書館部会による本のリサイクル広場を、
６月と同様に密集を避けたスタイルで行います。ご家庭
で読まれなくなった本の提供をお願いします。
《開催期間（予定）》11 月２日（火）～ 21 日（日）
《本の受付期間》10 月 16 日（土）～ 31 日（日）
《受付場所》図書館カウンター
《注意事項》
　雑誌、コミック、全集、辞書事典類、汚れや傷みが
著しいものなどは、お断りする場合があります。詳し
くはお問い合せください。

◀昨年の図書館
まつりの様子。
今年もご家族
でおでかけく
ださい。
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地
震
が
発
生
し
た
時
、
被
害
を
最
小
限
に
お

さ
え
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
冷
静
か
つ
適
切

に
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
北
ア
ル
プ
ス

地
域
は
糸
魚
川
静
岡
構
造
線
上
に
位
置
し
、
北

部
（
小
谷
～
明
科
間
）
で
今
後
30
年
以
内
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
７
の
地
震
が
起
こ
る
可
能

性
は
最
大
16
％
（
令
和
２
年
現
在
）
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
地
震
が
起

き
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
日
頃
か
ら
地
震
に
備
え
、
自
分
の
身
の
安
全
確
保

や
非
常
持
出
品
な
ど
に
つ
い
て
、
家
庭
で
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

１　

家
庭
で
の
話
し
合
い

　

地
震
の
時
は
、
ま
ず
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
し
、
家
族
が
慌
て
ず
落
ち

着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、 

日
頃
か
ら
情
報
共
有
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

２　

家
族
と
の
連
絡
方
法
の
確
認

　

家
族
が
離
れ
離
れ
で
被
災
し
た
時
の
た
め
に
、 

お
互
い
の
安
否
確
認
手

段
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

被
災
地
で
は
、
連
絡
手
段
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
」
や
携
帯
電
話
の
「
災
害
用
伝
言
板
」 

な
ど
の
使
い

方
を
家
族
み
ん
な
で
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

３　

備
蓄
品
・
非
常
持
出
品
を
備
え
る

　

地
震
が
発
生
す
る
と
普
段
ど
お
り
の
生
活
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
地
震
の
被
害
に
よ
っ
て
は
、
避
難
を
余
議
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
避
難
す
る
時
に
持
ち
出
す
『
非
常
持
出
品
（
飲
料
水
、
食
料
品
、

救
急
箱
、
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
）
』 

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
少
し
多
め
に
食
料
、
加
工
品
を
買
い
、
使
っ
た
ら
使
っ
た
分
だ

け
新
し
く
買
い
足
し
て
い
く
こ
と
を
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
い
い
、
常
に

一
定
量
の
食
料
を
家
に
備
蓄
し
て
お
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。

地
震
へ
の
備
え
、
で
き
て
い
ま
す
か

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
一
環
と
し
て
、
国
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、
公
共
施
設
の
水
道
を
自

動
水
栓
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

　

実
施
予
定
施
設
は
、
役
場
庁
舎
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
、
ク

ラ
フ
ト
パ
ー
ク
北
ト
イ
レ
、
北
ア
ル
プ
ス
展

望
美
術
館
、
小
中
学
校
、
教
育
会
館
、
認
定

こ
ど
も
園
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

手
洗
い
は
感
染
症
対
策
の
基
本
で
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
感
染
症
対
策

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
３
月
２
日
未
明
、
強
風
に
よ
り
倒
壊

し
た
相
撲
小
屋
の
改
修
工
事
が
、
８
月
27
日

に
完
了
し
ま
し
た
。

　

倒
壊
し
た
も
の
の
屋
根
の
部
分
は
多
く
が

無
事
だ
っ
た
た
め
、
使
え
る
部
材
は
そ
の
ま

ま
再
利
用
し
て
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

改
修
に
よ
り
、
柱
を
強
固
な
鉄
骨
に
替

え
、
基
礎
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
は
り
と
柱
は
方ほ
う

づ
え
で
強
化

し
、
以
前
よ
り
耐
風
性
を
向
上
さ
せ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

池
田
八
幡
神
社

相
撲
小
屋
の
改
修
完
了　

公
共
施
設
の
自
動
水
栓
化
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令
和
４
年
４
月
か
ら
お
子
さ
ん
の
入
園
を

新
規
に
希
望
す
る
保
護
者
の
方
、
令
和
４
年

度
中
に
入
園
を
お
考
え
の
保
護
者
の
方
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

《
日
程
》
10
月
20
日
（
水
）

《
場
所
》
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
の
郷
２
階
大
会
議
室

《
時
間
》

◆
池
田
保
育
園
入
園
希
望
者

　

（
受
付
）
午
前
８
時
45
分
～

　

（
説
明
）
午
前
９
時
～
10
時

◆
会
染
保
育
園
入
園
希
望
者

　

（
受
付
）
午
前
10
時
15
分
～

　

（
説
明
）
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
問
】
学
校
保
育
課
学
校
保
育
係

℡
（
６
１
）
１
４
３
０

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月

１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
を
対
象
と

し
て
、
令
和
４
年
３
月
ま
で
、
風
し
ん
の
抗

体
検
査
・
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
代
の
男
性
は
公
的
な
接
種
を
受
け

る
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
抗
体
保
有
率
が

他
の
世
代
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を

無
料
で
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
紛
失
、
転
入
な

ど
に
よ
り
ク
ー
ポ
ン
券
が
な
い
場
合
は
再
発

行
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
】
健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な

ど
の
た
め
に
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
る

と
、
契
約
行
為
が
で
き
に
く
く
な
り
、
日
常

生
活
の
支
障
や
、
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
は
、
本
人
に
代

わ
っ
て
財
産
管
理
や
契
約
を
支
援
す
る
人
を

裁
判
所
が
選
任
す
る
制
度
で
す
。

　

ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
か
、
利
用
す
る
に

は
ど
の
く
ら
い
お
金
が
か
か
る
の
か
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

《
ど
の
よ
う
な
時
に
利
用
す
る
の
？
》

・
施
設
に
入
所
し
た
い
と
き
、
そ
の
他
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
き
（
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
と
本
人
と
の
間
で
契
約
が
必
要
）

・
お
金
の
管
理
が
で
き
な
い
と
き
、
年
金
や

預
貯
金
の
出
し
入
れ
を
す
る
と
き
（
本

人
に
こ
の
財
産
を
管
理
す
る
た
め
の
判

断
能
力
が
必
要
）

・
親
族
が
い
な
い
、
も
し
く
は
遠
方
に
住
ん

で
い
る
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
親
族

の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
と
き
（
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
身
上
監
護
な
ど
が
必
要
）

【
問
】
健
康
福
祉
課

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
）

　

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
（
障
が
い
者
）

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

総
務
省
統
計
局
（
長
野
県
）
で
は
、
10
月

20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
が
１
日
の
う
ち
仕

事
、
家
事
、
地
域
で
の
活
動
な
ど
に
費
や
し

て
い
る
時
間
や
、
過
去
１
年
間
の
自
由
時
間

に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て

調
査
し
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、
少
子
高
齢

化
対
策
な
ど
の
施
策
に
必
要
な
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
対
象
は
、
統
計
理
論
に
基
づ
き
無
作

為
に
選
ば
れ
た
全
国
の
約
９
万
１
０
０
０
世

帯
で
す
。

　

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
調
査
員

が
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】
総
務
課  

総
務
係℡

（
６
２
）
３
１
３
１

　

長
野
県
内
で
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

狙
っ
た
手
口
（
預
貯
金
詐
欺
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
詐
欺
な
ど
）
、
還
付
金
詐
欺
、
架
空

料
金
請
求
詐
欺
な
ど
、
犯
人
は
あ
の
手
こ
の

手
で
、
騙
し
の
電
話
を
か
け
て
き
ま
す
。

　

犯
人
と
直
接
話
を
し
な
い
た
め
に
、
留
守

番
電
話
機
能
を
利
用
し
て
電
話
に
は
出
な
い

よ
う
す
る
な
ど
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
電
話
に
出
て
し
ま
っ
て
も
、
お
金

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
話
に
な
っ
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、
必
ず
家
族
や
知
り
合
い
、
警
察

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
】
住
民
課  

環
境
整
美
係

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

成
年
後
見
人
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

風
し
ん
抗
体
検
査
・

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ　

池
田
町
認
定
こ
ど
も
園		

入
園
説
明
会

令
和
３
年
社
会
生
活
基
本
調
査

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に
つ
い
て
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実
り
の
秋
！
食
欲
の
秋
！
で
す
。
こ
れ
は
野
生
動
物

も
同
じ
で
、
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
る
た
め
食
欲
が
旺

盛
に
な
り
ま
す
。

　

集
落
や
農
地
に
放
置
さ
れ
て
い
る
廃
棄
野
菜
や
、
収

穫
さ
れ
な
い
柿
な
ど
は
無
意
識
の
「
餌
付
け
」
と
な

り
、
野
生
鳥
獣
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
野

生
鳥
獣
を
集
落
や
農
地
に
呼
び
寄
せ
な
い
た
め
「
廃
棄

野
菜
を
放
置
し
な
い
」
「
収
穫
期
を
迎
え
た
柿
を
放
置

し
な
い
」
「
干
柿
や
保
存
野
菜
を
適
切
に
管
理
す
る
」

な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】
産
業
振
興
課  

農
政
係   

℡
（
６
２
）
３
１
２
７

　

「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
始
め
て

30
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
後
の
事
業
の
在
り

方
や
、
方
向
性
な
ど
皆
さ
ん
の
意

見
を
事
業
に
反
映
し
て
い
き
た
と

思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
意
見
例
》

・
自
治
会
で
取
り
組
む
花
の
里
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

・
池
田
町
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
づ
く
り
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

《
期
間
》
10
月
１
日
（
金
）
～
11
月
30
日
（
火
）

【
問
】
産
業
振
興
課  

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
推
進
係

℡
（
６
２
）
３
１
２
７

◆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
！

１
等
３
億
円
×
11
本
／
前
後
賞
各
１
億
円
×
22
本

（
発
売
総
額
３
３
０
億
円
・
11
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

◆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
０
０
０
万
円
！

１
等
３
０
０
０
万
円
×
20
本
／
前
後
賞
各

１
０
０
０
万
円
×
40
本
（
発
売
総
額
１
５
０
億
円
・

５
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

《
発
売
期
間
》
９
月
22
日
（
水
）
～
10
月
22
日
（
金
）

《
抽
せ
ん
日
》
10
月
29
日
（
金
）

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
長
野
県
の
販
売
実
績
に
よ

り
配
分
さ
れ
ま
す
の
で
、
県
内
の
宝
く
じ
売
場
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

※
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
の
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

【
問
】
（
公
財
）
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

℡
０
２
６
（
２
３
４
）
３
６
１
１

野
生
鳥
獣
か
ら
集
落
・
農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う

自
転
車
を
活
用
す
る
と
脱
炭
素
塵ち

り

も
積
も
れ
ば
地
球
美
化
成
る

小
林

　
正
雄
（
鵜

　
山
）

う
す
べ
に
の
花
を
螺ら

せ
ん旋

に
巻
き
あ
げ
て
鉢
に
す
ん
な
り
捩ね

じ
ば
な花

の
咲
く

小
林

　
栄
子
（
四
丁
目
）

日
本
を
出
る
五
輪
の
選
手
ら
口
々
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
ふ
笑
顔
の
こ
と
ば

斉
藤

　
恵
子
（
滝

　
沢
）

窓
枠
に
ぴ
た
り
張
り
つ
く
ち
び
蛙
お
前
も
暑
い
か
丸
き
目
を
み
る

中
沢

　

恵
（
十
日
市
場
）

食
卓
の
一
輪
挿
し
に
花
の
無
く
野
辺
に
藍
摘
み
心
満
ち
た
り

綱
島
か
つ
江
（
二
丁
目
）

孫
達
と
何
年
ぶ
り
か
短
冊
に
遠
き
願
い
が
文
字
と
な
り
た
る

小
瀬
や
よ
い
（
中
之
郷
）

長
雨
の
上
が
り
警
報
も
解
除
さ
れ
真
夜
に
う
っ
す
ら
十
三
夜
の
月

酒
井

　
鈴
子
（
吾
妻
町
）

蕾
つ
け
い
く
日
た
つ
し
芙
蓉
花
一
日
限
り
の
大
輪
開
く片

瀬
貴
江
子
（
四
丁
目
）

廃
屋
に
薄
紫
の
鉄
線
は
常
念
岳
を
向
き
て
咲
き
お
り

磯
谷
留
美
子
（
滝

　
沢
）

《
池
田
町
選
》

※
今
月
の
投
稿
作
品
９
首
を
順
不
同
で
掲
載
。

12 月号掲載短歌募集

はがきに作品１点を記入
し、10 月末までに投稿し
てください。
作品には①住所（番地まで）
②地区名 ③氏名 ④電話番
号 ⑤学校名と学年（中学
生以下の方）を明記して
ください。
投稿作品の語句等の修正
は原則行いませんのでご
了承ください。投稿多数
の場合は抽選により掲載
します。
■あて先
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町　企画政策課
　　　　町づくり推進係

℡ 62-3129

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い　

▲町ＨＰ
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令
和
４
年
度
版
の
「
農
業
日
誌
」
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
日
誌
」
「
新
農
家
暦
」
の
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。

《
定
価
（
税
込
）
》

農
業
日
誌
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌   

１
５
９
０
円

新
農
家
暦　

６
０
０
円

《
申
込
方
法
》
電
話
に
て
受
付

《
申
込
期
限
》
10
月
22
日
（
金
）

※
予
約
期
間
終
了
後
は
、
書
店
に
て
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
】
総
務
課  

総
務
係

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

　

最
高
裁
判
所
よ
り
任
命
を
受
け
た
調
停
委

員
が
、
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
の
お
手
伝
い

の
た
め
に
、
調
停
手
続
の
利
用
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
予
約
は
不

要
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と

し
て
、
相
談
時
に
連
絡
先
の
聞
き
取
り
を
行

い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
、
相
談
会
が
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
11
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

《
場
所
》
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

《
相
談
内
容
》

・
民
事
ト
ラ
ブ
ル

金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、
近

隣
関
係
な
ど

・
家
事
ト
ラ
ブ
ル

夫
婦
関
係
、
親
子
関
係
、
相
続
な
ど

【
問
】
大
町
簡
易
裁
判
所

℡
（
２
２
）
０
１
２
１

　

長
野
県
行
政
書
士
会
で
は
、
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
続
手
続
・
遺
言
や
日
常

生
活
に
お
け
る
契
約
な
ど
の
専
門
家
で
あ
る

行
政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

事
前
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
10
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

《
場
所
》
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
１
・
第
２
会
議
室

《
相
談
内
容
》

・
遺
言
、
相
続
関
係
に
つ
い
て

・
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種
申
請

・
外
国
人
の
在
留
資
格
に
つ
い
て

・
日
常
の
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て

【
問
】
長
野
県
行
政
書
士
会
松
本
支
部

℡
０
２
６
３
（
８
７
）
３
７
９
８

　

総
務
省
で
は
10
月
を
「
受
信
環
境
ク
リ
ー

ン
月
間
」
と
定
め
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受

信
障
害
防
止
に
向
け
た
活
動
に
集
中
的
に
取

り
組
ん
で
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
電
波
は
、
家
庭
用
や

工
業
用
の
電
気
製
品
か
ら
発
生
す
る
電
気
雑

音
、
テ
レ
ビ
受
信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異
常
発

振
、
不
法
無
線
局
の
発
射
電
波
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
受
信
を
妨
害
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、
ラ
ジ
オ

に
雑
音
が
入
っ
て
聴
け
な
い
場
合
は
、
ご
近

所
で
も
同
じ
こ
と
が
起
き
て
い
な
い
か
確
認

し
、
総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

【
問
】
総
務
省  

信
越
総
合
通
信
局

◆
放
送
の
受
信
障
害
に
関
す
る
こ
と

　

受
信
障
害
対
策
官

℡
０
２
６
（
２
３
４
）
９
９
９
１

◆
不
法
無
線
局
に
関
す
る
こ
と

　

監
視
調
査
課

℡
０
２
６
（
２
３
４
）
９
９
７
６

◆
そ
の
他
、
情
報
通
信
行
政
に
関
す
る
こ
と

　

総
合
通
信
相
談
所

℡
０
２
６
（
２
３
４
）
９
９
６
１

行
政
書
士
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

受
信
障
害
に
関
す
る
お
知
ら
せ　

農
業
日
誌
な
ど
の
予
約
受
付
に
つ
い
て

調
停
手
続
相
談
会
の
ご
案
内

池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

【問い合せ先】企画政策課  移住定住促進係　℡ 62-3129

●売買・賃貸の契約締結後、改修・片付け・解体の補助制度が利用できます。
空き家をお持ちで、売却や賃貸をお考えの方、まずはお気軽に役場移住定住促進係まで
ご相談ください。
これまで登録 81件のうち、売買 54件、賃貸 8件　成立しています。（令和 3 年 8 月末時点）

▲町 HP

▲ココスマ安曇野

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。

広報いけだ 15



広
報
い
け
だ

℡
０
２
６
１（
6
2
）３
１
２
９　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１（
6
2
）９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

m
achi@

tow
n.ikeda.nagano.jp

発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

企
画
政
策
課　

町
づ
く
り
推
進
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３
‐
６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
３
年
９
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
１
年
10
月
号
（N

o.660

）

《

有

料

広

告

欄

》

池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

3 日（日）
池田・松川 みどりクリニック 62-5225

大町市内 野村クリニック 85-0085

10 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 大町協立診療所 26-5200

17 日（日）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 伊東医院 22-0077

24 日（日）
池田・松川 平林メンタルクリニック 61-1577

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

31 日（日）
池田・松川 近藤医院 62-9187

大町市内 柿下クリニック 21-1230

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

3 日（日） 金子歯科医院 23-2200

10 日（日） 丸山歯科クリニック 62-0648

17 日（日） いとう歯科医院 62-8880

24 日（日） にこにこデンタルクリニック 23-5612

31 日（日） 西澤歯科医院 22-5091

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

3 日（日） 内川薬局板取 62-9912

10 日（日）

キムラ薬局 62-5210

池田土屋薬局 61-5021

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

17 日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

24 日（日） なつめ薬局 85-0536

31 日（日）
内川薬局板取 62-9912

ナシダ薬局 62-6370

■ 10月の主な行事
期　　日 行　事　名
1 日（金） 高瀬中　高瀬祭

2 日（土） 会染小　運動会

6 日（水） 町内保育園　運動会

29 日（金） みんなの文化祭（作品展示）　～31日

■ 10月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号
  2 日（土） （株）千村設備工業 0263-58-2310

  3 日（日） （株）ピュアハウス 85-0970

  9 日（土） （株）大北設備 090-3093-4395

  10 日（日） （有）テクノ安曇野 090-7267-6923

  16 日（土） 稲洋水道（株） 090-1200-9731

  17 日（日） （株）クサダ 0263-48-3119

  23 日（土） （有）信州保温 090-4615-3299

  24 日（日） （有）東設備 090-3083-3770

  30 日（土） 小林設備 090-7213-7218

  31 日（日） 池田商会 090-1057-5000

■ 10月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
9月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,595人　（＋2）
　　　男 4,669人　（＋3）　　女　4,926人（△1）
●世帯数 4,055世帯（△2）

■ 10月の納税等
町県民税③、国保税・後期高齢④　 　【納期限 11 月1 日】
※口座振替日は 10 月 28 日（木）です。前日までに残高の確認をお願いします。


